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  スポーツ振興とソーシャル・キャピタルの相互補完的関係 
 
２．論文の要旨 
  本論文は序章、終章を含め全部で 6章から構成されている。 
 











































ラブの 20 歳以上の会員 257 名を対象に、質問紙による郵送法によって獲得した。調査期間は
2007 年８月 27 日から 2007 年９月 26 日までの１ヶ月間で、一度のフォローアップを行った結
果、有効標本数は 118 で、回収率は 45.9％であった。また定性的分析に必要なデータはインタ
ビュー調査によって獲得した。対象者は、スポーツ振興の事業化を試みようとした端緒者と事











































































なお、著者は大学院博士後期課程在学中に、査読論文 2 編（1 編は印刷中）、紀要論文 1 編を
刊行しており、今回の提出論文にもそれぞれ生かされている。 
審査委員一同は提出された論文が博士（学術）に値するものであるという結論に達した。 
 
